
第4号

あ

ぶ

り

信
仰
の
旅
(
伊
勢
参
宮
、
大
山
詣
で
〈
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
阿
夫
利
神

江
戸
時
代
の
旅
と
紀
行
文

は
じ
め
に

椙大国際コミュニケーション学部研究論集

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
学
部
で
は
平
成
一
八
年
六
月
一
七
日
に
「
旅
」

を
テ

l
マ
と
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
多
く
本
学
部
の
学
生

だ
っ
た
。
そ
の
時
に
行
っ
た
報
告
の
概
略
を
以
下
に
記
す
。
も
と
よ
り
「
江
戸

時
代
の
旅
」
に
つ
い
て
特
に
研
究
し
て
き
た
わ
け
で
も
な
く
、
そ
の
面
に
つ
い

て
は
神
崎
宣
武
氏
の

『江
戸
の
旅
文
化
』
(
岩
波
新
書
)
等
に
大
き
く
依
拠
し
た

こ
と
を
始
め
に
お
断
り
し
て
お
く
。
私
は
そ
こ
か
ら
江
戸
時
代
の
旅
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
一
部
を
報
告
の
中
で
述
べ
た
が
、
主
要
な

関
心
は
「
紀
行
文
」
の
部
分
に
あ
っ
た
と
了
解
し
て
い
た
だ
け
ば
幸
い
で
あ
る
。

旅
の
い
ろ
い
ろ

」
こ
で
は
江
戸
時
代
の
旅
を
大
ま
か
に
分
類
し
た
。

大
名
の
旅
(
参
勤
交
代
に
伴
う
も
の
)

商
人
の
旅
(
仕
入
れ
、
行
商
な
ど
)

3 

宇多

清

戸

社
:
:
:
江
戸
に
近
い
の
で
落
語
の
題
材
に
な
る
ほ
ど
気
楽
に
行
わ
れ
た
〉
、

富
士
登
拝
、
善
光
寺
参
り
、
厳
島
参
拝
、
日
光
見
物
、
江
ノ
島
詣
で
、
金

比
羅
参
り
、
西
国
三
十
三
所
(
観
音
霊
場
)
廻
り
、

四
国
八
十
八
所
巡
礼

な
ど
。

四

名
所
廻
り
の
旅
(
京
見
物
、
大
和
廻
り
、
江
戸
参
府

な
ど
)

五

湯
治
の
旅
(
有
馬
、
別
府
、
箱
根
、
熱
海
、
伊
東
、
修
善
寺
、
那
須
湯

本
、
城
崎

な
ど
)

--<占

F¥ 

隠
居
し
た
女
性
の
旅
(
信
仰
、
名
所
廻
り
、
湯
治
な
ど
目
的
は
様
々
)

学
者
や
文
人
の
旅
(
員
原
益
軒
、
橘
南
難
、
菅
江
真
澄
、
本
居
宣
長
、

松
浦
武
四
郎
、
間
宮
林
蔵
、
伊
能
忠
敬
、
松
尾
芭
蕉
な
ど
)

八
そ
の
他
、
武
者
修
行
の
旅
、
忍
者
や
臆
密
の
旅
も
、
時
代
小
説
に
は
欠

か
せ
な
い
。

七江
戸
時
代
に
は
東
海
道
や
中
山
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
宿
場
も
用
意
さ
れ
た
。

右
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
気
楽
に
旅
を
し
て
い
た
よ
う
な
感
じ
を
持
つ
が
、
実

際
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
私
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
す
ぐ
に
思
い
浮
か
べ
る
の

は
、
芭
蕉
の
場
合
で
あ
る
。
芭
蕉
の
紀
行
文
と
し
て
最
初
に

『野
ざ
ら
し
紀
行
』
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が
あ
る
が
、
そ
の
最
初
の
句
は

「
野
ざ
ら
し
を
心
に
風
の
し
む
身
哉
」
で
あ
り
、

「
野
ざ
ら
し
」
と
は
「
野
に
捨
て
去
ら
れ
た
鰯
醸
」
で
あ
る
。

芭
蕉
は
自
分
が

-
諸
国
案
内
旅
雀
(
貞
享
四

一
六
人
七
)

旅
の
途
中
で
死
ぬ
の
か
も
し
れ
な
い
と
覚
悟
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
故
郷

の
伊
賀
上
野
で
母
の
菩
提
を
弔
っ
た
後
、
大
垣
に
着
い
た
芭
蕉
は
「
し
に
も
せ

ぬ
旅
寝
の
果
よ
秋
の
暮
L

と
い
う
句
を
作
っ
た
。
「
野
ざ
ら
し
」
の
句
に
対
応
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
芭
蕉
の
紀
行
文
で
完
成
に
ま
で
至
っ
た
た
だ
一
つ

の

作
品

『お
く
の
ほ
そ
道
』
で
は
、

陸
奥
国
か
ら
出
羽
田
へ
山
を
越
え
る
時
道
案

く

っ

き

ょ

う

そ

り

わ

き

ざ

し

内
に
た

っ
た
「
究
寛
の
若
も
の
」
が
反
脇
指
と
樫
の
杖
を
携
え
て
、
「
け
ふ
こ

国際文化フォーラム「旅」報告記録

そ
必
ず
あ
や
う
き
め
に
も
あ
ふ
べ
き
日
な
れ
L

と
こ
の
山
越
え
を
案
じ
つ
つ
先

ぷ
よ
--q
，

導
し
て
い
る
。
し
か
し
何
事
も
な
く
最
上
の
庄
に
つ
い
て

「
こ
の
道
必
不
用
の

し
あ
わ
せ

事
有
り
。
つ
冶
が
な
う
送
り
ま
い
ら
せ
て
仕
合
し
た
り
」

(芭
蕉
の
引
用
は
小

学
館
「
新
編
日
本
古
典
文
学
金
集」

『松
尾
芭
蕉
集
』
に
よ
る
)
な
ど
と
言
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
旅
の
安
全
が
必
ず
し
も
保
証
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。

平成18年度

多
く
の
旅
人
が
い
た
の
だ
か
ら
、
江
戸
時
代
の
旅
が
常
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
い
た
と
は
思
わ
な
い
が
、
時
に
は
思
わ
ぬ
事
態
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
を

覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
も
考
え
る
。

実
状
は
さ
て
ど
ん
な
も
の
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

旅
の
案
内
書

-
道
中
記
(
東
海
道
、
明
暦
元

一
六
五
五
)

-
伊
勢
参
宮
按
内
記
(
宝
永
田

・
日
光
名
勝
記

(正
徳
四

ず

え

・
都
名
所
図
会
(
安
永
九

一
七
O
七
)

一
七

一
四
)

一
七
八
O
)一七
八
三
)

-
大
和
廻
り
道
の
枝
折
(
天
明
コ
一

・
伊
勢
参
宮
名
所
図
会

(
寛
政
九

-
旅
行
用
心
集

(
文
化
七
一
八

一
O
)

・
西
国
巡
礼
略
打
大
全
(
文
政
十

一

・
芸
州
厳
島
国
会
(
天
保
十
一一
一

一
七
九
七
)

一
八
二
八
)

一
八
四
二
)

な
ど

紀
行
文
(
文
芸
作
品
を
含
む
)
等

-
東
海
道
名
所
記

(
浅
井
了
意
)

お
く
の
ほ
そ
道
(
芭
蕉
)

-
東
海
道
中
膝
栗
毛

(
十
返
舎

一
九
)

伊
勢
参
宮
献
立
道
中
記

(志
度
の
浦
講
中
の
あ
る
人
)

西東信庚E東御
遊海濃 子L海陰
草紀の道道参
( 行み乃五宮
清 ( ち記拾文
河天の (参政
八和記享次神
郎元 (保(異
) 天 五安記
一保、藤
六年武存広
入間女i重

、 士t
，~、

井 村
上1il1
通 花よ
女尼

-
真
澄
遊
覧
記
(
菅
江
真
澄
)

-
四
輪
旅
漫
録
(
滝
沢
馬
琴
)
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-
阿
部
日
記
(
賀
茂
真
淵
)

-
菅
笠
日
記
(
本
居
宣
長
)

-
月
瀬
記
勝

(
斎
藤
拙
堂
)

-
大
和
廻
(
貝
原
益
軒
)

な
ど

一
一
と
三
に
挙
げ
た
も
の
を
見
る
と
旅
に
関
す
る
多
種
多
様
な
書
物
が
普
及
し

て
い
た
こ
と
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
も
旅
に
か

か
わ
る
書
物
は
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
う
し
た
ら
こ
の
よ
う
な
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
、

試
み
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
く
。

「
お
か
げ
ま
い
り

(
抜
け
参
り
)
」

に
つ
い
て

四慶
安
三
(
一
六
五

O
)
年

江
戸
の
商
人
発

一
日
五

0
0
1
二
五

O

O
程
(
五
月
位
ま
で
)

京

・
大
坂
発

宝
永
二
(
一
七

O
五
)
年

閏
四
/
九

1
五
/
二
九

ま
で
五

0
日
間
で
三
六
二
万
人
。
(
『
玉
が
つ
ま
』
に
よ
る
)

※
享
保
三
(
一

七

一
八
)
年

元
日

1
四

/
一
五
ま
で
四
二
七
、
五
O

O
人
。
(
「
よ
の
つ
ね
の
と
し
な
り
」
)

R
H川
H
H
1

、

E
E
V

手
小
!
，
ノ

(
一
七
七
一
)
年

丹
後
、
宇
治
の
女
子
集
団
発

四
月
1
七

月
で
二
、

O
七
七
、
四
五

O
人
。

文
政
十
三
(
一
八
三

O
)
年

阿
波
の
子
供
の
抜
け
参
り
発

三
月
1

四
八
月
で
四
、

五
七
九
、

一五

O
人。

(
道
中
で
「
伊
勢
音
頭
」
、
畿
内
で

「
お
か
げ
踊
り
L

大
流
行
。
)

※
参
考
(
「
W
I
K
-
-
p
e
d
-
-
a
」
よ
り
)

お
蔭
参
り
(
お
か
げ
ま
い
り
)
と
は
、
江
戸
時
代
に
起
こ
っ
た
伊
勢
神

宮
へ
の
集
団
参
詣
運
動
。
数
百
万
人
規
模
の
も
の
が
、

ω年
周
期
に
3
回

起
こ
っ
た
。
伊
勢
参
り
と
も
。

お
蔭
参
り
の
最
大
の
特
徴
と
し
て
、
奉
公
人
な
ど
が
主
人
に
無
断
で
、

ま
た
は
子
供
が
親
に
無
断
で
参
詣
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
が
お
蔭
参
り

が
抜
け
参
り
と
も
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
幕
藩
は
規
制
を
敷
い
た

が
、
効
果
は
無
か
っ
た
。
流
行
時
に
は
お
お
む
ね
本
州
、
四
国
、
九
州
の

全
域
に
広
が
っ
た
が
、
真
宗
地
域
に
は
広
ま
り
に
く
か
っ
た
傾
向
が
あ
る
。

有
名
な
の
は
、
お
ふ
だ
ふ
り
で
あ
る
。
村
の
家
々
に
神
宮
大
麻
(
お
札
)

が
天
か
ら
降
っ
て
き
た
と
言
、
っ
。
こ
れ
は
伊
勢
信
仰
を
民
衆
に
布
教
し
た

御
師
が
ぱ
ら
撒
い
た
も
の
だ
と
も
い
わ
れ
る
。

お
か
げ
参
り
は
、
江
戸
の
旅
の
中
で
も
特
異
な
も
の
で
興
味
を
引
か
れ
る
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
何
回
も
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
文
政
の
時
代
、
日

本
の
人
口
は
大
体
二
九
五
二
万
人
程
だ
っ
た
と
い
う
(
金
森
敦
子
著

『伊
勢
詣

と
江
戸
の
旅
』
〈
文
春
新
書
〉
)
か
ら
、

一五

・
五
%
、
約
六
人
に
一
人
が
伊
勢

に
来
た
こ
と
に
な
る
。
や
は
り
こ
れ
は
驚
異
的
な
数
字
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は

お
ん
し

な
か
ろ
う
か
。
御
師
(
神
宮
の
お
札
を
配
っ
て
全
国
を
歩
き
、
地
方
の
人
た
ち

が
伊
勢
に
来
る
と
き
は
そ
の
宿
を
提
供
し
、
神
楽
奉
納
の
世
話
も
し
た
)
の
影

響
も
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。

今
ま
で
の
研
究
の
蓄
積
も
当
然
あ
る
と
思
う
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
調
べ
る
よ

う
に
し
た
い
。
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薮
医
者
竹
粛
は
、
京
都
に
い
た
が
う
だ
つ
が
上
が
ら
ず
、
江
戸
に
向
か
う
。

五

文
芸
作
品
の
文
章
に
つ
い
て

仮
名
草
子
『
竹
斎
』
に
見
ら
れ
る
道
行
文

い
た
び
さ
し

誰
か
は
止
め
し
関
が
原
、
不
破
の
関
屋
の
板
府
、
戸
板
も
壁
も
崩
れ
果
て
、

衣
は
薄
し
咳
気
し
て
、
演
も
垂
井
の
宿
に
著
き
、
薬
を
飲
め
ば
禁
物
は
、

く
す
し

冷
え
の
物
と
て
大
垣
の
、
下
手
の
医
者
に
掛
り
つ

¥

又
も
や
辛
き
病
を

却
ω
・
』

1い】

ば
、
起
の
渡
り
越
え
け
れ
ば
、
濡
れ
渡
り
た
る
萩
原
の
、
震
い
の
立
つ
や

国際文化フォーラム「旅」報告記録

一
の
宮
、
日
数
積
も
り
で
清
洲
の
宿
、
命
名
古
屋
に
著
き
に
け
り
。

さ
て
小
さ
き
町
に
宿
を
借
り
、
看
板
を
こ
そ
出
し
け
れ
。
寸
天
下
一
の

薮
医
者
の
竹
斎
」
、
側
に
一
首
の
歌
を
書
く
。

扇
鵠
や
香
婆
に
も
勝
る
竹
粛
を
し
ら
ぬ
人
こ
そ
あ
は
れ
な
り
け
れ

(
日
本
古
典
文
学
大
系
『
仮
名
草
子
集
』

か
ら
引
用
)

七
五
調
で
、
地
名
(
歌
枕
の
場
合
が
多
い
)
を
折
り
込
み
な
が
ら
、
掛
調
や

縁
語
な
ど
を
駆
使
す
る
、
古
文
の
中
で
も
特
異
な
文
体
。
こ
れ
を
寸
道
行
文
」

と
呼
ぶ
。
有
名
な
の
は
『
平
家
物
語
』
の
「
海
道
下
り
」
や

『太
平
記
』
の

「俊

基
朝
臣
再
び
関
東
下
向
の
事
」
、
ま
た、

近
松
門
左
衛
門
の
心
中
物
に
見
ら
れ
る

平成18年度

「
心
中
の
道
行
」
な
ど
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
初
期
に
仮
名
草
子
と
総
称
さ
れ
る
書
物
が
あ
っ
た
。
『
竹
斎
』

も
そ
の
一
つ
だ
が
、
か
な
り
の
評
判
を
得
た
。
芭
蕉
の
発
句
に
も

「
狂
句
こ
が

ら
し
の
身
は
竹
斎
に
似
た
る
哉
」
と
い
う
有
名
な
も
の
が
あ
る
。
こ
の
句
が
作

ら
れ
た
の
は
名
古
屋
の
テ
レ
ビ
塔
の
足
元
で
、
今
そ
こ
に
は

「蕉
風
発
祥
之
地
」

の
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
が
あ
る
。

こ
れ
は

『伊
勢
物
語
』

「
東
下
り
」
(
三
河
の
八
橋
で
「
か
き
つ
ば
た
」
の
五
文

字
を
五
七
五
七
七
の
各
句
の
頭
に
お
い
て
旅
の
悲
し
さ
を
和
歌
に
し
た
話
な
ど

は
高
校
の
教
科
書
に
も
あ
っ
た
と
思
う
)
の
パ
ロ
デ
ィ
で
も
あ
る
。
引
用
し
た

の
は
関
ケ
原
か
ら
名
古
屋
ま
で
、
身
近
な
所
を
取
っ
た
。

竹
斎
は
風
邪
気
味
だ

っ
た
。
「
誰
か
は
止
め
し
関
が
原
L

、
「関
」
は
止
め
る
所

だ
が
、
誰
も
竹
斎
の
咳
を
止
め
ら
れ
な
い
。「
不
破
の
関
屋
」
は
古
代
の
関
所
「不

破
の
関
」
に
係
わ
る
建
物
だ
が
、
歌
枕
と
し
て
有
名
な
の
で
あ
っ
て
実
態
は
間

題
に
な
ら
な
い
。
あ
の
藤
原
定
家
と
同
時
代
の
最
高
位
の
貴
顕
に
し
て
天
才
的

な
歌
人
で
も
あ
っ
た
後
京
極
摂
政
良
経
が

「人
住
ま
ぬ
不
破
の
関
屋
の
板
廟
荒

れ
に
し
後
は
た
だ
秋
の
風
」
と
詠
ん
だ
荒
廃
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
。
そ
れ
ゆ
え
、

風
を
遮
る
こ
と
も
で
き
ず
、
薄
着
の
竹
斎
は
咳
も
止
ま
ら
ず
、

鼻
水
も
「
垂
れ

る」
。
そ
の
垂
井
で
薬
を
欽
ん
だ
か
ら
、
腹
が
冷
え
る
と
い
け
な
い
の
で
柿
も

食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
「
お
お
が
き
」
の
下
手
な
医
者
に
か
か
る
こ
と
は
で
き

わお
こ

し

は

草

た
。
(
そ
こ
か
ら
美
濃
路
を
と
っ
て
)
木
曽
川
を
起
の
渡
り
で
「
腔
」
を
濡
ら

し
て
渡
っ
て
再
び
辛
い
病
を

「お
こ
し
」
た
が
、
萩
原

(「
腔
」
と

「萩
」
の
掛

詞
)
、
体
の
震
い
も
立
ち
、
神
社
も
立
つ

一
宮
、
そ
し
て
清
洲
を
通
り
、
と
も
か

く
命

「
な
ご
や
」
か
?

に
名
古
屋
に
到
着
し
た
。
そ
こ
で
狂
歌
を

一
首
詠
む
。

「
扇
鵠
」
は
中
園
、

「香
婆
」
は
イ
ン
ド
の
伝
説
的
名
医
だ
が
、
自
分
は
そ
れ
に

も
勝
る
と
大
口
を
た
た
い
て
い
る
。

『
平
家
物
語
』
や

『太
平
記
』
の
道
行
文
は
死
を
覚
悟
し
た
凄
絶
な
も
の
、
『
伊

勢
物
語
』
の

「東
下
り
」
も
都
を
離
れ
て
い
く
哀
感
に
満
ち
る
が
、

『竹
斎
』
は

ひ
た
す
ら
の
ふ
ざ
け
に
興
じ
る
。
い
か
に
も
江
戸
時
代
の
文
芸
で
あ
る
が
、
作

ど
、ヮ
や

者
の
富
山
道
治
は
そ
れ
を
読
み
取
っ
て
く
れ
る
読
者
を
期
待
し
て
い
た
し
、
そ



江戸時代の旅と紀行文

の
よ
う
な
読
者
も
い
た
の
で
あ
る
。

『菅
笠
日
記
』
の
文
章

「
菅
笠
日
記
」
を
、
著
者
本
居
宣
長
は
「
す
が
が
さ
の
に
き
」
と
読
ん
で
も
ら

い
た
か
っ
た
。
こ
の
日
記
の
末
尾
は
「
よ
し
ゃ
匂
ひ
の
と
ま
ら
ず
と
も
。
後
し

ス
ガ
v
サ

の
ば
ん
形
見
に
も
。
そ
の
名
を
だ
に
と
。
せ
め
て
か
き
と
ず
め
て
。
菅
笠
の

ニ

キ
日
記
。」
と
な
っ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
(
新
編
国
歌
大
観
)
に
は
「
菅
笠
小
笠
(
す

が
か
さ
を
が
さ
)
」
の

一
例
の
み
。「
す
げ
が
さ
」
は
江
戸
時
代
に
二
例
の
み
。

宣
長
は
『
万
葉
集
』
の
読
み
に
従
い
、
「
日
記
」
も
「
に
き
」
と
王
朝
風
に
読
ん

だ
。こ

の
日
記
は
、
宣
長
が
門
人
達
と
共
に
吉
野
の
桜
見
物
、
父
親
が
宣
長
生
誕

み
く
ま
り

を
祈
願
し
た
吉
野
水
分
神
社
参
拝
、
そ
し
て
飛
鳥
・
大
和
の
古
代
史
検
証
を
意

図
し
た
旅
の
記
録
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
に
何
が
書
い
て
あ
る
か
と
い
う
こ

と
よ
り
も
、
ど
の
よ
う
な
文
体
で
、
何
を
記
し
た
か
を
簡
略
に
記
す
。

『
菅
笠
日
記
』
で
は
音
読
語
を
原
則
と
し
て
用
い
な
い
。
宣
長
は
平
安
朝
物

語
文
学
(
『伊
勢
物
語
』
や

『源
氏
物
語
』
な
ど
)
の
文
章
に
で
き
る
だ
け
近
い

形
で
書
く
こ
と
を
試
み
た
。
何
故
か
。
そ
う
す
る
こ
と
が
自
ら
の
学
問
に
必
要

な
修
練
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

極
端
な
例
を
挙
げ
る
。
宣
長
は
「
此
く
ろ
ざ
き
に
。
家
ご
と
に
ま
ん
ぢ
う
と

い
ふ
物
を
つ
く
り
て
う
る
な
れ
ば
。
」
と
す
る
が
、
「
鰻
頭
を
作
り
て
売
る
」
で

は
な
ぜ
だ
め
な
の
か
。
考
え
ら
れ
る
の
は
「
鰻
頭
」
が
音
読
語
で
あ
り
、
平
安

朝
に
用
例
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
他
に
言
い
方
は
な
い
。
そ
こ
で
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「
と
い
ふ
物
」
を
挿
入
し
て
和
ら
げ
よ
う
と
し
た
。

岡
寺
へ
行
っ
た
時
に
は
、
満
堂
に
参
詣
す
る
様
子
を
「
数
も
し
ら
ず
ま
う
で

こ
み
で
」
と
記
し
た
。
「
ま
う
で
こ
み
で
」
は
『
源
氏
物
語
』
「
玉
量
」
の
巻
に

一
例
だ
け
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
場
所
は
初
瀬
(
長
谷
)
寺
、
「
い
と
さ
わ
が
し

く
人
ま
う
で
こ
み
で
の
、
し
る
。
」
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系
よ
り
)
。
宣
長
は

こ
の
用
例
を
頭
に
置
い
て
『
菅
笠
日
記
』
を
記
し
た
。

こ
の
よ
う
な
例
は
数
え
切
れ
な
い
。
宣
長
は
自
ら
の
修
練
と
共
に
、
こ
れ
を

読
む
人
の
内
の
誰
が
そ
れ
に
気
が
つ
い
て
く
れ
る
か
と
い
う
期
待
も
持
っ
て
い

た
だ
ろ
う
。
古
典
を
媒
介
に
し
て
心
を
通
わ
せ
合
う
こ
と
を
願
っ
て
い
た
と
言

い
換
え
て
も
い
い
。

宮
一
長
は
飛
鳥
村
へ
行
っ
た
時
に
「
こ
は
ま
こ
と
の
飛
鳥
井
の
跡
な
ど
に
は
あ

ら
ぬ
に
や
。」
と
記
し
た
。
こ
の
時
、
宣
長
の
脳
裏
に
は
催
馬
楽
の
「
飛
鳥
井
」

が
あ
っ
た
。

飛
鳥
井
に
宿
り
は
す
べ
し

み
も
ひ
も
寒
し

お
け

蔭
も
よ
し

や

み
ま
く
さ
も
よ
し

こ
の
素
朴
な
古
代
歌
謡
に
見
え
る
「
飛
鳥
井
」
の
場
所
に
宣
長
は
関
心
を
持
た

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

飛
鳥
・
大
和
は
古
代
遺
跡
の
宝
庫
で
あ
り
、

『古
事
記
』
や

『日
本
書
紀
』
、

『
延
喜
式
』
に
載
る
天
皇
陵
、
宮
跡
、
神
社
が
こ
の
地
域
に
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
正
確
な
場
所
は
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
現
在
に
至
っ
て
も
新
説
が
続

出
し
て
い
る
。

持
統
、
文
武
両
帝
の
都
で
あ
る
藤
原
京
の
位
置
さ
え
分
か
ら
な
か
っ
た
。
宣

長
は
飛
鳥
井
の
近
く
に
あ
る
大
原
寺
、
別
名
藤
原
寺
の
寺
僧
が
藤
原
京
は
こ
の

地
で
あ
る
と
語
っ
た
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
た
。
宣
長
の
今
居
る
の
は
飛
鳥
の
東
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お
お
と
も
の
ぷ
に
ん

端
と
い

っ
て
よ
い
所
で
、
中
臣
鎌
足
の
母
、
大
伴
夫
人
生
誕
の
地
で
あ
り
藤
原

氏
ゆ
か
り
の
土
地
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

と
宣
長
は
考
え

る
0

『
万
葉
集』

の
有
名
な
「
藤
原
宮
御
井
歌
」
に
は
「
大
和
の
青
香
具
山
は

た

て

し

み

日

の

経

の

繁

さ

ぴ

立

て

り

」

と

あ

る

以

上

、

藤

原

京

大
御
門
に

春
山
と

国際文化フォーラム 「旅」報告記録

は
香
具
山
に
近
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
居
る
と
こ
ろ
は
香
具
山
か
ら

は
離
れ
て
い
る
。
自
分
は
こ
の
大
原
の
里
が
、
香
具
山
の
近
く
に
あ
っ
て、

藤

原
宮
も
こ
こ
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、

実
際
に
来
て
み
た
と
こ
ろ
、

香

具
山
と
は
は
る
か
に
隔
た
っ
て
い
て
今
ま
で
の
考
え
は
間
違
っ

て
い
た
と
思
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
藤
原
の
里
は
確
か
に
こ
の
地
で
あ
ろ
う
が
、
宮
の
藤
原
は
こ

こ
と
は
違
っ
て
、
香
具
山
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
宣
長
は
推
量
し
た
。

最
近
の

説
で
は
、

藤
原
京
は
畝
傍
、
耳
成
、
香
具
山
の
い
わ
ゆ
る
大
和
三
山
を
も
そ
の

域
内
に
含
む
、
後
の
平
城
京
よ
り
も
大
き
な
中
国
風
の
都
だ
っ

た
と
い
う
「
大

藤
原
京
説
」
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

平成18年度

こ
の
旅
を
し
て
い
る
問
、

宣
長
の
頭
か
ら
、
古
代
の
大
和
、
『
古
事
記
』
、
『日

本
書
紀
』
が
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
宣
長
は
そ
の
よ
う
な
旅
を
し
、

そ
れ

を
和
文
で
書
い
た
の
で
あ
る
。

わ
く
ん
の

し

お

り

こ

と
す
が

津
に
居
た
漢
学
者
で
『
和
訓
某
』
の
著
者
で
も
あ
る
谷
川
士
清
は
望
ん
で
こ

の
書
を
読
み
、
宣
長
へ
の
書
簡
の
中
で

「さ
て
さ
て
委
し
き
御
考
ど
も
に
で
御

座
候
。
」
と
述
べ
た
後
、

「茶
屋
は
、
な
か
な
か
に
茶
庖
よ
り
は
よ
ろ
し
か
る
べ

し
、
唐
土
に
は
貨
湯
家
な
ど
の
称
も
見
え
た
れ
ど
、
西
土
の
称
謂
は
、
此
書
に

は
す
ま
じ
り
な
る
べ
し
」
(
筑
摩
書
房
版
『
本
居
宣
長
全
集』

別
巻
一
二
「
来
簡
集」

よ
り
)
と
記
し
て
い
る
。
士
清
も

『菅
笠
日
記
』
の
な
か
に
あ
る
「
茶
屋
」
と

い
う
語
に
こ
だ
わ
っ
た
の
だ
が
、
「
貨
湯
家
」
な
ど
と
い
う
語
を
宣
長
が
使
う
は

ず
が
な
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
費
言
を
弄
ん
だ
の
か
、
私
に
は
理
解
で
き
な
い

で
い
る
。お

わ
り
に

『
竹
斎
』
や

『菅
笠
日
記』

を
ど
う
読
め
ば
い

い
の
か
、
簡
単
だ
が
今
考
え
て

い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

両
書
と
も
文
章
は
読
み
や
す
い
と
思
う
が
、
表
面
を
上

滑
り
し
て
も
何
も
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
結
果
に
な
る
と
思
う
。
江
戸
時
代

の
文
芸
は
、
そ
れ
以
前
の
文
化
が
頭
の
中
に
な
い
と
、

本
当
の
所
は
味
わ
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
そ
う
い
う
も
の
も
あ
る
こ
と
は
今
ま
で
述
べ
て

き
た
所
で
明
ら
か
だ
ろ
う
。
作
者
と
読
者
が
共
通
の
基
盤
の
上
に
立
っ
て
心
を

共
鳴
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ
に
は
豊
か
な
場
が
醸
し
出
さ
れ
る
よ
う

に
思
う
。
そ
の
典
型
は
数
人
の
人
が

一
堂
に
会
し
て
行
わ
れ
た
「
俳
譜
」
だ
ろ

ぅ
。
俳
譜
は
中
世
の
連
歌
か
ら
続
く

「座
の
文
芸
」
で
あ
る
。
世
界
の
文
芸
を

見
渡
し
て
も
類
例
の
な
い
存
在
だ
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
文
芸
を
今
後
と
も
楽
し
み
な
が
ら
読
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

る


